











	 1995 年から 1998 年にかけて文化庁によって行われた世論調査で、誤用とされる敬語表






















































	 2018 年 6 月下旬から 8 月上旬にかけて、「日本人と留学生の敬語使用に関するアンケ
ート調査」を行った。本研究の調査対象は広島大学の日本人学生 50 名、日本に留学して















	 日本人	 留学生	 合計	
男性	 17	 21	 38	
女性	 33	 29	 62	
合計	 50	 50	 100	
	
国籍	
日本	 インドネシア	 中国	 ミャンマー	 韓国	 インド	 ニュージランド	 合計	













	例文 1 の集計結果を見ると、二重敬語に対して不適切と思った日本人学生は 31 名であ








ご注文を承ります。	 	 	 	 （〇）	 24	 14	








































先生がお越しです。	 	 	 	 （○）	 4	 	











































































～様がおられましたら。	 	 （×）	 10	 3	
～様がいらっしゃいましたら（〇）	 18	 21	
～様がごおりましたら	 	 	 （×）	
	
1	










































ご乗車になることができません。	 	 	 	 （△）	 2	 	
この電車には乗車できません。	 	 	 	 	 （△）	
	
1	























例文 6 の集計結果を見ると、例文 6 を不適切だと思った日本人は 15 名である。一方、













































	 例文 7の集計結果を見ると、日本人の場合、例文 7を適切と答えた人と不適切と答えた










ご注文の品はすべておそろいですか。	 	 	 	 	 	 （×）	 4	 5	




ご注文の品は全ておそろいでしょうか。	 	 	 	 	 （×）	 14	 3	
ご注文の品はすべてきましたか。	 	 	 	 	 	 	 	 （△）	 2	 	



























































	 例文 9の集計結果を見ると、日本人と留学生、ほとんどの人が例文 3を不適切と考えた







部長は只今不在です。	 	 	 	 	 	 （〇）	 30	 14	
部長は只今席をはずしております。（〇）	 12	 18	







部長は只今不在になります。	 	 	 （×）	
	
2	
部長は只今外出中です。	 	 	 	 	 （〇）	
	
2	






























































した人はそれぞれ 4 名、2 名であった。「させていただく」は他人からの計らい、または
上位者からの許可を得て何かをするという意味を表す表現である。「休業」は他人からの
許可を得ようとするわけでもないし、得たわけでもない。この表現には客に迷惑をかける
かもしれない自分の行為を謝るというか、謙虚な態度を表そうという意識があると認識し
たからであろう。	
	
4．2	考察	
本研究では 6つのパターンで調査を行った。ところが、同じパターンでも、差が見ら
れる結果もある。二重敬語「お～する」のパターンに対して、日本人学生の方が不適切と
思った人が多い。これは、留学生の方が「承る」という言葉はすでに尊敬語であることを
意識しないからであろう。一方、「お～になられる」のパターンに対しては日本人学生の
方が許容している人が多い。「社外と社内」の使い分けに関する文も、違う結果となった。
同僚のことに「伺う」という謙譲語を使用することに対して違和感を感じる日本人、留学
生も少ない。一方、会社外の人に部長のことを話す時「ご」という尊敬語使用に対してほ
とんどの日本人、留学生が違和感を感じている。	
敬語表現の簡単な組み合わせに関する 2つの例文の結果を見ると差が見られる。「こ
の電車にはご乗車になれません」という敬語表現に比べると「先生はご出席されますか」
の敬語表現に対してより不適切と思った人が多い。これは「お（ご）～できる」を尊敬表
現のつもりで使っている場面があふれているからであろう。例えば、店で「お持ち帰りで
きます」、「コーヒーは自由にお替りできます」という案内書きをよく見かける。「お
（ご）～する」の謙譲語に「れる」を付ける敬語表現を不適切と思った人は多く、特に留
学生に顕著である。謙譲語を尊敬語として使用する例文でも留学生の方が「お（ご）～す
る」を謙譲語として意識する傾向にある。これは、留学生の方が敬語を教科書から学んで
いるのに対して、日本人は日常的に目にする、耳にする敬語表現を適切な敬語表現だと思
って、使用するからであろう。	
「させていただく」の拡大使用、「物事に対しての敬語使用」に関する例文を適切な敬
語表現に訂正した人は少ない。この表現は日本で盛んに使用されているから、その表現を
適切な敬語表現だと思う人が多いと考えられる。	
	
５．まとめ	
本研究を通じて日本人学生と外国人日本語学習者の敬語使用の意識に違いがあること
が分かった。留学生は教科書で適切な敬語表現を習っているから、敬語の文法、尊敬語と
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謙譲語の使い分けを理解している人が日本人学生に比べると多いと言えるであろう。一方、
日本人学生の場合、日常生活で耳にする、或いは目にする敬語表現が適切な表現だと思っ
ている人が多い。ところが、日本で盛んに使用される敬語が日本語の教科書や本で「誤
用」、「間違い敬語」とされている。言葉の変化はいつの時代でも起こるものだ。敬語も
例外ではなく、徐々に変化している。現代日本語の敬語の教育では、教科書等に示す敬語
表現を覚えるだけでは十分ではない。実生活における敬語表現の変化やその背景を認識す
ることが大事だと思う。	
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